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事業目的・概要
目的：IoTの利活用により、様々な地域課題の解決策や新
サービス（事業）を創出するとともに、人材やベンチャー企業の
育成を通じて地域経済の発展に寄与し、「いつかきっと帰りたくな
る街づくり」の実現を目指します。

概要：市内外の産官学金労言と市外のIoT関連企業等が連
携し、地域課題をIoTで解決するプロジェクトの創出及び事業
化を目指す主体や人材の育成・支援を行い、フィジビリスタディ
（F/S）、実証実験・検証を行うことで、当該主体の自立を目
指します。（初年度は健康×教育×観光でサービス化検討）

重要業績評価指標（KPI)
本事業を通じて、平成32年度までに５件の課題解決型プロジェ
クトの創出と30人の地域IoT人材育成を達成します。

事務局
兵庫県淡路市

今後の展開
市内外の多様な主体によるコンソーシアム設立（８月）により地
域の課題解決型新ビジネスのF/S検討等の実施

 IoTプラットフォームの構築（セキュリティ対策も考慮）

地域IoT人材育成、ハッカソン、アイデアソンの開催

「超スマート淡路市IoT推進プラットフォーム」（仮称）

 事業企画、PR、案件発掘、オープンデータ提供
 淡路市IoT推進ラボ運営

ネットワーク層：既存インフラ＋LPWA・５G

プラットフォーム層

社会実装：課題解決⇒地域ビジネス化・働き方改革・
シェアリング

＋

社会的課題：多様な主体（産官学金労言）による抽出
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レファレンスモデル化
他地域との連携へ

・データ収集（IoT・オープンデータ）
⇒分析（AI）⇒モデル化・“価値ある”情報化

・地域IoT人材の育成

初年度のサービス化検討
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